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半
世
紀
ほ
ど

前
、
中
南
米
の

多
く
の
国
で

は
、
政
府
軍
と

反
体
制
ゲ
リ
ラ
と
ミ
リ
シ
ア

（
民
兵
）
が
三
つ
巴
の
不
安

定
な
政
局
を
形
成
し
て
い

た
。同
じ
三
つ
巴
で
も
、安
定

し
た
日
本
の
戦
国
大
名
の
北

条
、
上
杉
、
武
田
と
は
違
う
。

　

世
界
に
敵
な
し
の
米
軍
に

何
が
不
足
な
の
か
、
メ
キ
シ

コ
国
境
近
辺
の
街
や
村
に
ミ

リ
シ
ア
が
活
動
し
て
い
る
。

昔
、
キ
ン
グ
コ
ン
グ
と
い
う

映
画
で
も
怪
獣
が
現
れ
た
と

い
う
と
、
英
雄
気
取
り
で
そ

こ
ら
中
で
百
姓
や
農
場
主
の

お
っ
さ
ん
が
銃
を
担
い
で
駆

け
付
け
た
。
映
画
は
銃
社
会

の
現
実
を
反
映
し
て
い
る
か

ら
視
聴
者
の
心
を
捉
え
る
。

　

男
女
を
問
わ
ず
４
人
に
一

人
は
銃
を
保
持
す
る
ア
メ
リ

カ
で
、
大
統
領
選
挙
と
な
る

と
常
に
銃
規
制
問
題
が
議
論

さ
れ
る
。
武
器
を
権
力
に
寡

占
さ
せ
な
い
ア
メ
リ
カ
風
の

民
主
主
義
の
根
幹
だ
と
言
う

主
張
も
根
強
い
。
元
は
同
じ

で
も
歴
史
の
経
過
が
違
う
か

ら
イ
ギ
リ
ス
と
は
違
う
論
拠

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
風
の
民

主
主
義
で
は
議
員
報
酬
を
値

切
る
と
金
持
ち
だ
け
が
国
民

代
表
に
な
る
危
険
を
重
視
す

る
。
民
主
主
義
も
い
ろ
い
ろ

だ
よ
、
新
有
権
者
さ
ん
。

民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
情
報

を
管
理
し
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
指
導
を
行
う
」
と
と
も

に
、「
国
民
健
康
保
険
に
、

適
度
な
運
動
を
続
け
る
な
ど

し
て
、
健
康
増
進
に
努
め
て

い
る
加
入
者
に
、
特
典
を
設

け
る
仕
組
み
の
導
入
を
促

す
」
た
め
の
法
案
を
ま
と
め

た
と
報
じ
た
。

　

特
典
と
は
何
か
。
保
険
料

の
減
額
や
窓
口
負
担
の
軽
減

で
あ
ろ
う
。
で
は
、
健
康
増

進
に
努
め
な
か
っ
た
者
は
、

逆
に
保
険
料
や
自
己
負
担
を

増
や
す
の
か
。
し
か
し
、
健

康
増
進
に
努
め
ら
れ
る
か

は
、
努
力
や
意
識
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
労
働
時
間
や

「
飲
み
た
い
だ
け
飲
ん
で
、

や
り
た
い
だ
け
や
っ
て
、
い

い
か
げ
ん
に
し
て
。
…
…
そ

う
い
う
人
た
ち
が
病
院
に
払

っ
て
い
る
と
き
の
医
療
費
は

俺
が
払
っ
て
い
る
ん
だ
と
思

て
ま
と
め
た
提
言
「
健
康
増

進
・
予
防
へ
の
取
組
を
促
す

た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措

置
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ

た
。
提
言
は
「
健
康
増
進
に

向
け
て
努
力
し
た
者
が
し
っ

ク
を
低
減
さ
せ
よ
う
と
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
構
想
は
決
し
て

非
現
実
的
な
話
で
は
な
い
。

15
年
９
月
の
番
号
法
改
正
に

よ
り
、
特
定
健
診
に
関
す
る

事
務
で
の
個
人
番
号
の
利
用

は
既
に
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ

て
、
住
民
の
健
康
情
報
を
管

理
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

か
り
と
報
わ
れ
る
よ
う
な
、

金
銭
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
個
人
の
責
に

帰
す
る
リ
ス
ク
に
応
じ
て
、

保
険
料
を
増
減
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
個
人
に
リ
ス

っ
た
ら
、
何
と
な
く
ば
か
ば

か
し
く
な
っ
て
く
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。

　

政
府
の
産
業
競
争
力
会
議

の
分
科
会
に
、
14
年
３
月
、

増
田
寛
也
・
東
京
大
学
大
学

院
客
員
教
授
が
中
心
に
な
っ

政
策
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

こ
の
よ
う
な
特
典
を
考
え

て
い
る
の
は
、
超
党
派
の
議

員
連
盟
だ
け
で
は
な
い
。
13

年
４
月
の
衆
院
予
算
委
員
会

で
麻
生
太
郎
財
務
相
は
、

所
得
な
ど
お
か
れ
て

い
る
環
境
が
大
き
く

左
右
す
る
。
そ
う
し

た
条
件
を
一
切
度
外

視
す
る
な
ら
、
現
実

を
見
な
い
一
面
的
な

指
導
を
行
い
、
特
典
を
与
え

る
準
備
は
整
い
つ
つ
あ
る
の

だ
。 

（
つ
づ
く
）

◇

　

黒
田
氏
の
新
著
『
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
こ
ん
な
に
恐
い
！

国
民
総
背
番
号
制
が
招
く

〝
超
〞
監
視
社
会
』
が
こ
の

ほ
ど
、
日
本
機
関
紙
出
版
セ

ン
タ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
番
号
制
の
歴

史
も
踏
ま
え
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
狙
い
を
解
き
明

か
す
。
１
４
０
０
円
。

基基  

軸軸
社
会
保
障
か
ら
考
え
る

社
会
保
障
か
ら
考
え
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」制
度
❻❻

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

自
治
体
情
報
政
策
研
究
所
代
表　

黒
田
充

情
報
管
理
し
特
典
付
与
も

健
康
を
個
人
責
任
に
一
面
化

　

２
０
１
５
年
５
月
24
日
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
超
党
派
の
議
員
連
盟

が
、
医
療
費
の
抑
制
に
向

け
、
地
方
自
治
体
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
を
活
用
し
「
住

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』の製作業務で事
務所を離れます。お問い合わせ
は、出先から折り返しの対応と
なります。

お知らせ

　

「
次
回
の
診
療
の
費
用
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
」「
痛
み
が
と
れ
た
ら
受
診
に
来
な
く
な
っ
た
」「
保
険

治
療
の
自
己
負
担
額
を
分
割
払
い
に
し
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
た
」
―
―
。
協
会
・
保
団
連
が
２
０
１
５
年
末
に
実
施

し
た
「
受
診
実
態
調
査
」
で
、
協
会
実
施
分
の
結
果
か

ら
、
経
済
的
理
由
で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者
の
深
刻

な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

６
割
の
医
院
で
治
療
中
断

６
割
の
医
院
で
治
療
中
断

経
済
的
理
由
に
よ
る

「
治
療
中
断
」
の
有
無
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担

２
割
化
で
の
受
診
影
響

医
療
費
負
担
を
苦
に
検
査
拒
否
も

受診実態調査
　

こ
の
半
年
間
に
経
済
的
理

由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
治
療

中
断
事
例
を
約
６
割
の
歯
科

医
療
機
関
が
経
験
し
て
い
る

―
。
調
査
結
果
で
は
、
57
・

１
％
の
医
療
機
関
で
、
患
者

の
経
済
的
な
理
由
に
伴
う
治

療
の
中
断
が
あ
っ
た
。
中
断

事
例
は
「
歯
冠
修
復
・
欠
損

補
綴
」
が
９
割
に
上
り
、

「
う
蝕
」「
歯
周
病
」
と
続

い
た
。

　

半
年
の
間
に
医
療
費
負
担

を
理
由
に
し
た
検
査
や
治
療

の
拒
否
の
有
無
を
尋
ね
る
と

と
、
36
・
２
％
が
「
あ
っ

た
」
と
回
答
。
未
集
金
に
つ

い
て
は
、
47
・
５
％
が
「
あ

っ
た
」
と
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
「
脱
離
し
た

歯
冠
修
復
物
が
不
適
で
も
、

新
調
を
拒
ま
れ
た
」「
市
の

無
料
健
診
で
む
し
歯
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
治

療
は
い
ら
な
い
』
と
言
わ
れ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
患
者
負
担
増
や
消
費
税

増
税
、
景
気
の
低
迷
な
ど
を

背
景
に
、
治
療
が
受
け
ら
れ

な
い
患
者
の
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
が
狙
う
「
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
２
割
化
」
に
つ

い
て
、
受
診
動
向
へ
の
影
響

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
受
診

抑
制
に
つ
な
が
る
」
と
の
回

答
が
76
・
１
％
に
上
っ
た
。

　

調
査
は
全
開
業
医
会
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付

し
、
回
収
率
は
12
・
４
％
だ

っ
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
▽
75

歳
以
上
の
窓
口
２
割
負
担
を

行
わ
な
い
▽
受
診
時
定
額
負

担
の
導
入
し
な
い
▽
湿
布
や

う
が
い
薬
な
ど
の
保
険
外
し

を
し
な
い
―
―
な
ど
、
患
者

負
担
増
計
画
の
中
止
を
求
め

る
請
願
署
名
に
３
月
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

戸
井
副
理
事
長
の
話

　

今
回
の
調
査
で
医
療
費
窓

口
負
担
に
苦
し
む
患
者
の
実

　

協
会
・
保
団
連
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
の
国
会
承
認
と
患
者
負

担
増
計
画
の
具
体
化
阻
止
に

向
け
て
２
月
25
日
、
国
会
議

員
要
請
と
国
会
内
集
会
を
開

催
し
た
。
協
会
か
ら
は
、
下

井
戸
昭
介
副
理
事
長
と
事
務

局
が
参
加
し
、
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
、
請
願
署

名
の
紹
介
議
員
の
引
き
受
け

を
あ
わ
せ
て
要
請
し
た
。
集

会
に
は
医
師
・
歯
科
医
師
・

医
療
関
係
者
、
国
会
議
員
ら

１
７
０
人
が
参
加
し
た
。

態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

政
府
は
消
費
税
増
税
の
一
方

で
社
会
保
障
費
削
減
を
掲

げ
、
さ
ら
な
る
患
者
負
担
増

を
画
策
し
て
い
る
。
こ
れ
が

実
施
さ
れ
る
と
国
民
皆
保
険

制
度
の
形
骸
化
が
進
む
。
制

度
改
悪
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
。「
患
者
負
担
増
計
画
の

中
止
を
求
め
る
請
願
署
名
」

へ
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

神
谷
昇
衆
院
議
員（
自
民
）

は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
示
す

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

国
会
内
集
会
で
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
の
内
田
聖
子
氏
と
保

団
連
事
務
局
の
寺
尾
正
之
氏

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
問
題
点

と
医
療
分
野
へ
の
影
響
を
報

告
し
た
。

　

面
談
し
た
清
水
忠
史
衆
院

議
員
（
共
産
）
は
「
医
療
分

野
で
は
医
薬
品
に
も
大
き
な

影
響
が
出
る
。
か
つ
て
米
国

の
圧
力
で
保
険
業
法
が
改
悪

さ
れ
、
自
主
共
済
の
規
制
に

至
っ
た
。
共
済
・
保
険
の
分

野
で
も
動
向
を
注
視
し
た

い
」
と
語
っ
た
。
清
水
議
員

に
は
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
請
願
署
名

２
５
６
５
筆
を
託
し
た
。

清
水
議
員
（
右
）
に
署
名

を
託
す
下
井
戸
副
理
事
長

＝
２
月
25
日
、
国
会　
　

　協会は診療報酬改定のポイントを分かり
やすく解説した『2016年改定の要点と解
説』、改定点数をまとめた『歯科点数早見
表』を発行する。会員に３月下旬に各１冊
届ける。

を発行『要点と解説』
『点数早見表』

下旬以降に会員にお届け

受診抑制に
つながる　
76.1%

受診には　
影響しない
4.3%

受診には　
影響しない
4.3%

分からない
17.9%
分からない
17.9%

あった
57.1%なかった

15.3%
なかった
15.3%

分からない
26.6%
分からない
26.6%

国会要請

ＴＰＰ阻止へ
「保険で良い」署名　清水議員へ

リーフと署名用紙同封
「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」新
署
名

　協会は患者負担増の中止を
求める請願署名に取り組む。
１万５千筆を目標に７月末ま
で実施する。署名用紙とリー
フレットを今号に同封。


